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森
吉
山
麓
で
６
月
、
木
の
上
で
生
活
す
る
珍
し
い
生
態
を
持
つ
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
雌
１
頭
に
複
数
の
雄
が
抱
き
つ
き
、
雌
が
、
産
ん
だ
卵
塊
を
後
肢
で
か
き
回
し
て
泡
状
に
し
ま
す
。
ブ

ナ
の
枝
に
産
み
付
け
ら
れ
た
卵
は
２
週
間
ほ
ど
で
孵
化
し
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
と
な
っ
て
水
中
に
落
下
し
て

成
長
し
ま
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
今
で
は
市
内
で
も
生
息
地
が
少
な
く
、
希
少
な
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
で

7
1
7
1

森
吉
山
麓
・
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
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《６月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
　

平
成
18
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
23
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
提
出

議
案
に
つ
い
て
の
大
綱
質
疑
が
行
わ
れ
、
15
日
・
16
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
、
17
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会
で
付

託
議
案
等
を
審
議
し
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
６
月
定
例
議
会
の
行
政

報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総
務
課
】 

　

市
の
「
花
・
鳥
・
木
」
は
、
選

定
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
の
結
果

「
あ
じ
さ
い
」「
ク
マ
ゲ
ラ
」「
ぶ
な
」

と
す
る
答
申
が
３
月
31
日
市
長
に

対
し
て
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
憲
章
も
答
申
さ
れ

４
月
１
日
付
け
で
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

【
職
員
課
】

　

５
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
６

４
７
人
で
合
併
時
の
職
員
数
と
比

較
し
31
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
税
務
課
】

　

平
成
18
年
度
の
各
税
目
ご
と
の

当
初
課
税
状
況
は
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
額
が
６
６
９
２
万
９
千
円
、
固

定
資
産
税
の
課
税
額
が
15
億
３
２
８

４
万
６ 

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市

民

生

活

部

関

係

【
福
祉
課
】

〈
生
活
保
護
〉

　

５
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世

帯
数
は
３
２
８
世
帯
４
４
８
人
で
す
。

〈
児
童
福
祉
〉

　

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業(

保

育
料
免
除
及
び
軽
減)

の
対
象
児

童
は
４
月
１
日
現
在
、
入
所
児
童

の
約
７
割
を
占
め
る
６
４
０
人
で
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
児

養
育
支
援
金(

０
歳
児
が
対
象)

の

本
年
度
対
象
乳
児
は
４
月
１
日
現

在
１
９
４
人
で
、
１
歳
に
達
す
る

ま
で
月
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
本
年
度
か
ら
支
給

対
象
年
齢
が
小
学
校
３
年
生
か
ら
、

小
学
校
６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
新
た
に
該
当
と
な
る

世
帯
は
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
９
月
30

日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
は
、

特
例
的
に
４
月
１
日
に
遡
及
し
支

給
い
た
し
ま
す
。

〈
障
害
福
祉
〉

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
、
居
宅
支
援
関
係
97
人
、

施
設
支
援
関
係
１
６
６
人
が
利
用

者
負
担
の
変
更
と
み
な
し
支
給
決

定
を
受
け
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

【
高
齢
支
援
課
】

〈
介
護
保
険
〉

　

今
年
３
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
第

三
期
介
護
保
険
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
で
は
、
今
年
度
か
ら
の
介

護
保
険
料
と
と
も
に
、
計
画
を
適

切
に
推
進
す
る
た
め
の
委
員
会
の

設
置
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
整
備
方
針
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う
し
た

委
員
会
に
参
加
す
る
「
公
募
委
員
」

と
今
年
度
整
備
計
画
に
沿
っ
た
「
開

設
事
業
者
」
を
募
り
、
計
画
の
着

実
な
進
行
を
図
っ
て
い
ま
す
。

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

当
市
で
は
５
人
体
制
で
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
４
月
１
日
か
ら

市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
介

護
保
険
法
で
「
保
健
医
療
の
向
上

及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支

援
す
る
」
と
の
目
的
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
等
と
の
一
体
的
な
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
生
活
環
境
課
】 

　

平
成
18
年
豪
雪
の
最
終
的
な
被

害
報
告
件
数
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し

中
の
転
落
等
に
よ
る
人
的
被
害
22

件
、
住
宅
被
害
１
８
０
件
、
そ
の

他
被
害
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
倒
壊

等
）
が
67
件
、
合
計
２
６
９
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月
26 

日
付
で
秋
田
県
下
13
市
間
に
お
い

て
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
援
助

に
関
す
る
協
定
書
」
を
取
り
交
し
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
市
間
の
相
互
で
救
援
等
に
関

し
て
援
助
、
協
力
し
合
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
か
ら
、
従
来
燃
や
せ

な
い
ゴ
ミ
と
し
て
回
収
し
て
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
ゴ

ミ
（
廃
プ
ラ
）
の
一
部
に
つ
い
て
、

資
源
ゴ
ミ
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

【
医
療
推
進
課
】 

　

統
合
病
院
建
設
の
た
め
の
基
本

設
計
作
成
業
者
を
特
定
し
、
現
在
、

基
本
設
計
作
成
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
実
施
設
計
の
作
成
へ

と
順
次
作
業
を
進
め
年
度
内
に
設

計
業
務
を
終
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
建
設
に
向
け
た
最

終
決
定
機
関
と
し
て
、
建
設
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
病
院
建
設
の
根

幹
に
係
る
決
定
事
項
に
つ
い
て
鋭

意
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
と
し
て
予
定
し
て

い
る
厚
生
連
と
は
、
新
病
院
建
設

を
双
方
の
合
同
事
業
と
し
て
捉
え
、

互
い
に
最
大
限
の
協
力
を
す
る
旨

の
準
備
協
定
書
を
３
月
30
日
付
け

で
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
細
部
に
わ
た
り
遺
漏
な
き
よ
う

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

【
保
険
課
】 

　

子
育
て
支
援
を
重
点
施
策
と
し

て
今
年
度
か
ら
「
乳
幼
児
医
療
費

の
自
己
負
担
分
全
額
助
成
」
を
行

い
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
市
民
課
】

　

平
成
18
年
４
月
末
日
現
在
の
住

民
登
録
者
数
は
、
４
万
３
０
０
人

で
、
世
帯
数
は
１
万
４
８
４
６
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産

業

部

関

係

【
商
工
観
光
課
】

　

第
55
回
桜
ま
つ
り
が
４
月
25 

日
か
ら
５
月
７
日
ま
で
鷹
巣
中
央

公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
阿

仁
ク
マ
牧
場
、
遊
遊
ガ
ー
デ
ン
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
入
場

者
数
は
、
６
６
８
６
人
、
打
当
温

泉
の
日
帰
り
客
数
は
３
８
５
５
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
、
好
天
に
め
ぐ
ま
れ

森
吉
側
の
森
吉
山
山
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
約
１
０
０
名
の
市
民

が
参
加
し
、
森
吉
神
社
に
お
い
て

今
シ
ー
ズ
ン
の
森
吉
登
山
の
安
全

を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
４
月
末
ま
で
の
中
小

企
業
振
興
資
金
の
利
用
状
況
は
、

融
資
件
数
２
件
、
融
資
残
高
は
２

億
３
７
７
４
万
４
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
農
林
課
】

　

今
冬
の
記
録
的
な
豪
雪
と
、
４

月
以
降
の
低
温
、
天
候
不
順
に
よ

る
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
５
月
に
入
り
天
候
が

回
復
し
、
水
稲
や
野
菜
の
生
育
は

概
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

田
植
後
は
気
象
変
動
に
応
じ
た

水
管
理
に
努
め
る
よ
う
、
関
係
機

関
・
団
体
等
連
携
を
密
に
し
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

　

生
産
調
整
は
「
売
れ
る
米
作
り
」

を
主
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
て

い
る
鷹
巣
及
び
阿
仁
部
地
域
水
田

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
農
業

者
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

畑
作
は
、
ト
マ
ト
・
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
の
定
植
が
１
週
間
ほ
ど
遅
れ

ま
し
た
が
、
定
植
後
は
、
好
天
に

恵
ま
れ
順
調
な
生
育
と
な
っ
て
お

り
、
作
付
面
積
は
、
各
作
目
と
も

ほ
ぼ
昨
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
に

つ
い
て
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業

者
育
成
事
業
に
よ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
秋
田
県
果
樹
試
験
場
で
１

名
、
ま
た
、
今
年
度
か
ら
秋
田
県

農
業
試
験
場
（
野
菜
コ
ー
ス
）
で

１
名
が
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
し
て
お

り
、
北
秋
田
市
農
業
の
担
い
手
と

な
り
え
る
よ
う
期
待
し
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

【
総
合
政
策
課
】

　

秋
田
内
陸
線
再
生
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
18
年
度
以
降
の
乗
車
運

動
を
推
進
す
る
た
め
、
推
進
チ
ー

ム
を
設
置
し
応
し
て
い
ま
す
。
今

後
市
内
４
地
区
の
各
種
団
体
関
係

者
を
訪
問
し
、
乗
車
運
動
の
協
力

要
請
を
行
う
予
定
で
す
。

【
財
政
課
】 

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

に
お
け
る
工
事
等
発
注
状
況
は
５

０
０
万
円
以
上
が
17
件
で
、
４
億

７
６
０
万
４
千
円
で
す
。
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全
日
本
社
会
人
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

平成19年開催　君のハートよ位置につけ

北秋田市は、バレーボール、フェンシング、山岳、アーチェリーの会場です

　

第
39
回
全
日
本
社
会
人
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権

大
会
が
、
６
月
10
日
、
11
日
の

の
２
日
間
の
日
程
で
、
阿
仁
吉

田
地
内
の
特
設
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
場
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

92
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
平
成
19
年
に
行
わ
れ
る

秋
田
わ
か
杉
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、（
財
）全

日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
、
北
秋
田
市
、

北
秋
田
市
教
育
委
員
会
が
主
催
で
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
に
は
、
リ
カ
ー
ブ
部
門
に
、
壮

年
男
子
、
一
般
男
子
、
女
子
を
合
わ
せ

72
人
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
部
門
に
一
般
男

子
と
女
子
20
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
こ

の
他
、
大
会
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

来
賓
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し
、
佐
藤
綾
さ
ん
（
県

平
鹿
地
域
振
興
局
）
が
「
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
最
後
の
一
射

ま
で
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
」
と

宣
誓
し
ま
し
た
。的の大きさと得点・見所

１点
２点
３点
４点
５点
６点
７点
８点
９点

10点

実際の色

白色

黒色

青色

赤色

金(黄)色

　

直
径
は
１
２
２
㎝
で
、
真
中
の
10
点
は
直
径
が

６
・
１
㎝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

点
数
は
、
真
中
か
ら
10
点
・
９
点
・
８
点
…
１

点
と
10
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

見
所
は
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
自
然
が
相
手
と
な

る
の
で
、
風
を
読
ん
で
風
を
味
方
に
で
き
る
か
、

ま
た
、
精
神
の
集
中
度
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
高
め
る

緊
張
感
が
見
所
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
想
像
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

70
ｍ
先
の
６
㎝
の
的
が
見
え
ま
す
か
。

アーチェリー競技の見方
　

国
体
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
標
的
）
と
い
う
競

技
で
行
な
わ
れ
、
70
ｍ
先
か
ら
直
径
１
２
２
㎝
の

的
に
向
か
っ
て
矢
を
射
り
ま
す
。

　

１
２
２
㎝
の
的
に
は
10
段
階
に
点
数
が
分
け
ら

れ
て
い
て
、
真
中
の
10
点
の
直
径
は
、
６
・
１
㎝

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
戦
は
、
１
人
72
射
の
合
計
点
で
競
わ
れ
、

団
体
戦
は
、
３
人
で
27
射
の
合
計
点
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
競
わ
れ
ま
す
。　

力強く宣誓する佐藤さん集中して矢を射る選手

今大会には障害を持った方が
５人参加され、その内車椅子
での選手が２名いました

的で得点を確認する選手・役員。
予選ラウンドで、山形県代表の
武田昌幸さんが日本新記録、大
会新記録の173点（１射あたり
9.3点）を獲得しました

賞品を手に笑顔の選手

この写真ではよくわかりませんが、
鷹巣農林高校より「阿仁」の文字
を浮き出した飾花プランターが寄
贈され、大会参加者や観覧者を華
やかに迎えてくれました

阿仁地区婦人ボランティア、阿仁
中学校の１・２年生、米内沢高校
の１年生がボランティアとして大
会を支えてくれました

開催期間　平成19年10月５日（金）～７日（日）の３日間

会　　場　阿仁吉田特設アーチェリー競技場

全国から92選手が参加して行われたリハーサル大会（特設アーチェリー競技場）全国から92選手が参加して行われたリハーサル大会（特設アーチェリー競技場）



国
体
会
場
で
ゴ
ミ
拾
い

 

阿
仁
地
区
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
会
長
三
杉
営

子
）
の
委
員
約
40
名
が
６
月
５
日
、
阿
仁
吉
田
特
設

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
場
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
阿
仁
地
区
の
婦
人
団
体
阿
仁
婦
人
会
・

商
工
会
女
性
部
等
９
つ
の
団
体
が
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
、
６
月
10
・
11
日
に
行
わ
れ
た
全
日
本
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
・
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
で
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
を
気
持
ち
よ
く
迎

え
入
れ
る
よ
う
と
、
会
場
の
視
察
を
兼
ね
て
て
国
道

の
入
り
口
周
辺
か
ら
会
場
ま
で
の
道
路
脇
と
会
場
の

ゴ
ミ
拾
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

阿
仁
地
区
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
員　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

全国から参加する選手のためにアーチェリー競技場
の美化に努める阿仁地区婦人団体の皆さん

　広報きたあきた　18．7．1  6　広報きたあきた　18．7．17

東
京
圏
あ
に
会
20
周
年
総
会
・
懇
親
会

 

東
京
圏
あ
に
会
総
会
が
６
月
10
日
、
「
か
ん
ぽ
ヘ

ル
ス
プ
ラ
ザ
東
京
」
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
阿
仁
か

ら
の
参
加
者
な
ど
合
わ
せ
て
約
１
３
０
名
が
集
い
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
巌
会
長
は
「
20
年
前
、
郷
土
阿
仁
町
の
協
賛

の
も
と
、
高
い
志
を
持
っ
て
上
京
さ
れ
た
諸
先
輩
方

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
後
、
会
の
20

年
の
歩
み
を
フ
イ
ル
ム
で
上
映
し
、
懐
か
し
い
光
景

に
当
時
を
振
り
帰
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

懇
親
会
で
は
、
阿
仁
か
ら
持
ち
込
ん
だ
マ
タ
タ
ビ

ワ
イ
ン
を
堪
能
し
な
が
ら
、
互
い
の
再
会
を
喜
び
合

い
故
郷
談
議
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
阿
仁
の
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
山

菜
や
加
工
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ
山
菜
は
瞬
く
間
に
完

売
す
る
な
ど
好
評
を
得
て
お
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
す 盛大に開催された東京圏あに会

自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

平
成
18
年
度
安
全
・
安
心
ア
カ
デ
ミ
ー

　

地
域
住
民
の
自
主
的
防
犯
、
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
安
全
・
安
心
ア
カ
デ
ミ
ー
」

が
、
６
月
８
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

住
民
約
50
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
「
地
域
安
全
・
安
心
デ
ィ
フ
ェ
ン

ダ
ー
育
成
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
に
森
吉
地
区
が
指

定
を
受
け
、
防
犯
、
防
災
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

や
実
技
技
能
の
修
得
の
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
警
察
署
と
消
防
署
か

ら
講
師
を
招
き
「
災
害
に
対
す
る
心
得
」
な
ど
の
講

座
を
通
し
て
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
者
に
は
、
地
元
の
警
察
や
消
防

機
関
等
と
連
携
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自

主
的
防
犯
、
防
災
活
動
組
織
の
結
成
や
活
動
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害に対する心得を学んだアカデミー

ア
イ
ガ
モ
農
法
を
体
験

合
川
西
小
学
校
の
体
験
学
習

戦
争
の
悲
し
み
を
忘
れ
ず
に

合
川
地
区
戦
没
者
追
悼
式

恒久平和を願い故人を偲ぶ遺族

市民も詰めかけ賑わった大綱引き大会

アイガモを手に取り水田に放す児童

　

合
川
西
小
学
校
３
年
生
７
人
が
、
総
合
的
な
学
習

の
一
環
で
、
地
域
で
特
色
の
あ
る
活
動
を
学
ぼ
う
と

６
月
８
日
、
金
田
司
さ
ん
（
西
根
田
）
の
水
田
を
訪

れ
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

金
田
さ
ん
は
、
14
年
前
か
ら
約
２
・
３
ha
の
水
田

に
約
３
０
０
羽
の
ア
イ
ガ
モ
を
水
田
に
放
し
て
米
作

り
を
し
て
お
り
、
児
童
た
ち
は
、
説
明
を
熱
心
に
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。 

　

最
後
に
、
児
童
た
ち
は
、
生
後
約
３
週
間
の
ア
イ

ガ
モ
を
手
に
取
り
水
田
に
放
す
作
業
を
体
験
。
元
気

な
ア
イ
ガ
モ
に
少
々
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
無
事
に
水

田
に
放
し
、
「
か
わ
い
い
」
、
「
元
気
に
泳
い
で
い

る
」
、
「
あ
っ
、
虫
を
食
べ
た
」
な
ど
と
熱
心
に
観

察
し
て
い
ま
し
た
。

　

合
川
地
区
の
戦
没
者
追
悼
式
が
６
月
６
日
、
大
野

台
ハ
イ
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
遺
族
や
関
係
者

な
ど
約
70
人
が
出
席
し
、
英
霊
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、

恒
久
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
黙
と
う
、
君
が
代
斉
唱
に
続
き
、
松
橋

茂
合
川
遺
族
会
会
長
が
「
命
の
尊
さ
を
訴
え
る
と
共

に
、
平
和
へ
の
願
い
が
届
く
よ
う
、
新
た
な
る
祈
り

を
捧
げ
、
こ
れ
ま
で
の
会
の
歩
み
を
大
切
に
し
て
、

強
く
明
る
く
こ
れ
か
ら
の
日
々
に
向
か
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
遺
族
や
関
係
者
が
祭
壇
に

献
花
し
、
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

　

合
川
地
区
で
は
、
日
清
、
日
露
戦
争
を
含
め
、
３

５
９
柱
の
御
尊
名
が
、
大
野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
建
立

さ
れ
て
い
る
平
和
観
音
像
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

街
に
活
気
を
引
き
寄
せ
ろ

鷹
巣
農
林
高
校　

大
綱
引
き
大
会

　

鷹
ノ
巣
駅
前
通
り
と
銀
座
通
り
の
一
部
を
通
行
止

め
に
し
て
、
６
月
17
日
、
鷹
巣
農
林
高
校
の
「
大
綱

引
き
大
会
２
０
０
６
」
が
行
わ
れ
、
生
徒
や
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
役
所
な
ど
計
11
チ
ー
ム
が
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
の
「
学
校
花
ま
る
っ
プ
ラ
ン
」

事
業
を
活
用
し
て
５
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
事

業
は
終
了
し
た
が
、
閑
散
と
し
た
商
店
街
を
若
者
パ

ワ
ー
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
今
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

路
上
で
綱
引
き
や
早
食
い
の
ほ
か
、
学
習
発
表
の

展
示
、
模
擬
店
も
開
設
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
設
け

ら
れ
た
「
女
子
の
部
」
で
は
男
子
顔
負
け
の
白
熱
し

た
試
合
展
開
に
、
観
衆
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
、
目
抜
き
通
り
に
活
気
が
満
ち
ま
し
た
。
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山菜とりにチャレンジしたよ

阿仁公民館　わんぱくクラブ開講式

　

６
月
３
日
、
阿
仁
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に
「
わ

ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

初
夏
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
天
気
の
中
、
阿
仁
打
当
・

野
倉
沢
で
開
講
式
の
あ
と
山
菜
と
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
「
阿
求
道
会
」
（
代
表
・
魚
住
吉
二

氏
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
協
力
く
だ
さ

り
、
山
の
歩
き
方
や
山
菜
の
種
類
な
ど
の
説
明
を

う
け
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
慣
れ
な
い
山
に
11

人
の
子
ど
も
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
！
。
し
か
し
、
次

第
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
山
盛
り
の
山
菜
を
と
っ
た

児
童
も
い
ま
し
た
。

　

途
中
の
沢
で
は
珍
し
い
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
発

見
し
大
喜
び
。
お
昼
に
は
山
菜
の
料
理
法
を
教
え

て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の
と
っ
た
山
菜
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
大
自
然
に
触
れ
た
貴
重
な
体
験
を

し
た
１
日
で
し
た
。

心も体もリフレッシュ

中央公民館定期講座「気楽にスポーツ」　

家庭教育（子育て支援）講座！ 　

６
月
１
日
、
中
央
公
民
館
定
期
講
座
「
気
楽
に
ス
ポ
ー

ツ
」
の
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
緑
の
青
森
県
奥
入
瀬
渓
流
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。
朝
方
の
出
発
時
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し

た
が
、
現
地
に
到
着
す
る
こ
ろ
に
は
青
空
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
昼
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
石
ヶ
戸
を
出
発
し
、
自

然
観
察
や
途
中
で
の
滝
を
バ
ッ
ク
に
全

体
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、
ゆ
っ

く
り
１
時
間

30
分
程
度
の
時

間
で
し
た
が
、
参
加
し
た
み

な
さ
ん
は
会
話
も
弾
み
、

互
い
に
交
流
を
深
め
あ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
も
そ
の
季

節
に
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る

各
種
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　H IROBA

　昨年 10 月の議会全員協議会で取り上げられて以来、現在に至るまで市立合川高等学校を、市内

県立３高校統合に含めるかどうか話題に上っています。つきましては、今まで議会に説明してきた

内容や、経過について市民の皆様へ説明会を開催いたします。各地区の日程は次のとおりです。

市立合川高等学校統合に関する経過説明会を開催します

７月３日（月）

７月４日（火）

７月５日（水）

７月６日（木）

阿仁地区

森吉地区

鷹巣地区

合川地区

ふるさと文化センター

森吉コミュニティーセンター

中央公民館

合川農村環境改善センター

各会場とも

午後６時３０分から

地区名 開催日 会　場 開催時間

▲奥入瀬渓流のウォ―キングで開講した中
央公民館の定期講座「気軽にスポーツ」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
指

導
で
山
菜
取
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

▲

あ
く
ど
う

　市内各小学校や保育園において、家庭教育講座が実施されています。昨今の子どもを

取り巻く環境の変化や痛ましい事件を背景に、大人が子どもに対して、何ができ、どの

ように対応すればよいのか、子ども自身がどのように防ぐことができるのかなど、多く

の保護者が参加していました。                                                                                 

 Ｃ ｈｉｌｄ ～ 子 ど も へ の

 Ａ ｓｓａｕｌｔ ～  　暴    力

 Ｐ ｒｅｖｅｎｔｉｏｎ ～ 防 止

 子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・

痴漢など）から自分の大切な心や体を守るため

に何ができるかを教える教育プログラムです。

　６月８日、米内沢小学校で開催された家庭教育

支援講座では、子どもたちが事件に合わないよう

に「危険から自分を守るために」という内容で行

われました。

　「※ＣＡＰ（キャップ）」というプログラムをも

とに、「知らない人から話しかけられたときの応

え方」「話すときの大人との距離」「いじめを受け

たら」など、日常で実際に起こりうる各種の場面

を設定し、よりよい方法を学びました。

　６月１０日、七日市保育園で家庭教育学級が開

催されました。子どもの将来の人間形成のうえで

最も大切な時期といわれている幼児期の子育てに

ついて、基礎知識や家族の役割について学習を深

めるために実施されました。

　当日は講師に「陽清学園」の主任指導主事であ

る遠藤定雄さんを迎え、グループ討議により子育

ての悩みやそれを解決する方法について学びました。

　前田小学校の講座は、医学博士であり精神保健

指定医である大森先生を迎えての講演でした。そ

の中で、「幼児期の子どもたちは大人が正しいと思

っている。また、子どもたちは少ない体験から出

来事を判断する。その時期に、大人がどれだけ子

どもたちの声に耳を傾け、聞いてあげるかが大

事である。さらに、大人が落ち着いて話す。そ

して、余裕を持って話を聞いてあげることが重

要である」と話されました。

米内沢小学校◇６月８日

前田小学校◇６月１５日‥‥‥　いま、子どものために大人ができること

七日市保育園◇６月１０日

※ＣＡＰ

（キャップ）

とは

　

「
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
、
米
内
沢
小
学
校

の
家
庭
教
育
支
援
講
座

▼

　

グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
り
子
育
て
の
悩
み

や
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
（
七
日
市
保
育
園
）。

▼
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市　

長　

日　

誌

市　

長　

日　

誌

６/１

６/15
〜

１
日
（
木
）

　
　
　
　

�

２
日
（
金
）

３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

４
日
（
日
）

　
　
　
　

�

５
日
（
月
）

７
日
（
水
）

　
　
　
　

�

９
日
（
金
）

　
　
　
　

�

10
日
（
土
）

13
日
（
火
）

15
日
（
木
）

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
建
設
委
員
会
に
出
席

阿
仁
・
合
川
・
鷹
巣
観
光
協
会
合
併
設
立
祝
賀
会
に
出
席

議
会
全
員
協
議
会
に
出
席

北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ

レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
に
出
席

大
館
・
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練
に
出
席

第
22
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
参
加

県
教
育
長
に
対
し
市
立
合
川
高
校
問
題
の
結
論
延
期
に

つ
い
て
要
請

還
暦
祝
い
（
合
川
地
区
）
で
講
話

第
76
回
全
国
市
長
会
議
（
通
常
総
会
）
に
出
席

医
家
市
長
医
政
推
進
会
議
に
出
席

第
58
回
秋
田
県
病
院
給
食
協
議
会
に
出
席

つ
や
永
光
後
援
会
並
び
に
記
念
講
演
会
に
出
席

第
39
回
全
日
本
社
会
人
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選

手
権
大
会
開
会
式
に
出
席

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

平
成
17
年
10
月
24
日
、
異
議
申
し
立
て
人

は
、
市
長
に
対
し
て
「
17
年
３
月
22
日
以
降
、

市
と
厚
生
連
が
統
合
病
院
に
関
す
る
双
方
の

や
り
と
り
し
た
す
べ
て
の
文
書
」
に
つ
い
て

の
公
開
請
求
を
行
い
ま
し
た
が
、
同
年
10
月

27
日
の
非
公
開
決
定
を
受
け
て
、
市
長
に
異

議
申
し
立
て
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
会
で
は
市
長
か
ら
の
右
の
異
議
申
し

立
て
に
つ
い
て
の
諮
問
を
う
け
、
平
成
17
年

12
月
か
ら
本
年
６
月
ま
で
に
９
回
の
審
査
会

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
、
「
対
象
と
な
る
す
べ
て
の

文
書
は
公
開
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
づ

け
ま
し
た
。

　

異
議
申
し
立
て
は
、
異
議
申
し
立
て
の
意

見
書
及
び
審
査
会
で
の
意
見
陳
述
で
そ
の
理

由
を
述
べ
ま
し
た
が
、
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
１
）
意
見
書
の
要
旨

・
非
公
開
決
定
通
知
書
の
記
載
要
件
が
具
備

　

さ
れ
て
い
な
い

・
文
書
の
秘
密
性
が
失
わ
れ
て
い
る

・
市
条
例
の
定
め
る
非
公
開
事
由
の
解
釈
、

　

適
用
を
誤
っ
て
い
る

（
２
）
意
見
陳
述
の
要
旨

・
市
の
重
要
政
策
決
定
に
係
る
情
報
ゆ
え
、

　

市
民
の
「
知
る
権
利
」
は
重
い

・
非
公
開
決
定
は
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
か

　

ら
し
て
も
違
法
で
あ
る

　

市
で
は
、
文
書
を
非
公
開
と
し
た
主
な
理

由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

市
と
厚
生
連
双
方
の
交
渉
途
中
段
階
で
の

情
報
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い

情
報
の
内
容
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
市
民
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

　

審
査
会
で
は
、
「
地
方
自
治
の
本
旨
に
則

っ
て
市
民
の
知
る
権
利
を
最
大
限
に
尊
重
」

「
市
政
運
営
に
お
い
て
透
明
性
の
向
上
を
目

ざ
す
」
と
い
う
市
情
報
公
開
条
例
の
理
念
に

た
っ
て
条
例
を
解
釈
し
て
、
次
の
よ
う
に
判

断
を
し
ま
し
た
。　

（
１
）
条
例
の
該
当
性
に
つ
い
て

　

市
で
は
非
公
開
事
由
を
市
条
例
第
七
条
第
六

号
に
求
め
、
市
の
交
渉
等
に
係
る
情
報
で
公
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
の
財
産
上
に
不
利
益
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
理
由
を
示
し
ま
し

た
が
、
文
書
（
情
報
）
の
内
容
か
ら
し
て
市
の

不
利
益
の
発
生
は
認
め
難
く
、
非
公
開
事
由
に

は
「
お
そ
れ
」
の
具
体
的
説
明
が
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
条
例
の
条
項
に
は
該
当

し
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

（
２
）
非
公
開
決
定
の
適
法
性
に
つ
い
て

　

次
の
理
由
か
ら
「
非
公
開
決
定
」
は
適
法

性
を
欠
い
て
い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

・
「
非
公
開
と
す
る
た
め
に
は
そ
の
具
体
的  

　

主
張
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す

　

る
最
高
裁
の
判
例
か
ら
し
て
も
、
市
の
決

　

定
は
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

・
請
求
文
書
の
中
の
一
部
文
書
（
市
医
療
整
備

　

基
本
構
想
に
対
す
る
厚
生
連
か
ら
の
要
望
）

　

は
既
に
議
会
全
員
協
議
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
、

　

そ
の
要
点
の
資
料
配
布
も
行
な
わ
れ
て
い
る

　

た
め
、
広
く
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ

　

れ
る
。
よ
っ
て
、
秘
密
性
を
失
っ
て
い
る
か

　

ら
非
公
開
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
の「
非
公
開
決
定
」

は
市
で
定
め
る
情
報
公
開
条
例
第
七
条
第
六

号
に
は
該
当
せ
ず
、
適
法
性
を
欠
い
て
い
る

も
の
と
言
え
る
の
で
、
請
求
さ
れ
た
す
べ
て

の
文
書
は
「
公
開
す
べ
き
」
と
判
断
し
ま
し

た
。

　

審
査
会
で
は
、
少
数
な
が
ら
次
の
よ
う
な

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
付
記
し
ま
す
。

・
双
方
の
契
約
行
為
に
あ
る
交
渉
の
途
中
だ

　

か
ら
、
秘
密
の
保
持
は
必
要
。
交
渉
の
経

　

緯
、
決
定
事
項
は
や
が
て
市
議
会
で
も
明

　

ら
か
に
な
る
。

・
裁
判
所
の
判
例
に
も
あ
る
が
、
公
開
す
る
、

　

し
な
い
の
判
断
は
市
長
の
裁
量
。
よ
っ
て
、

　

市
条
例
に
規
定
し
て
い
る
非
公
開
事
由
に
該

　

当
さ
せ
た
市
長
裁
量
は
逸
脱
し
て
い
な
い
。

・
17
年
10
月
24
日　

　

異
議
申
し
立
て
人
が
市
長
に
公
開
請
求

・
17
年
10
月
27
日　

　

市
長
が
異
議
申
し
立
て
人
に
非
公
開
決
定

・
17
年
12
月
９
日

　

異
議
申
し
立
て
人
が
市
長
に
異
議
申
し
立
て

・
17
年
12
月
21
日

　

市
長
が
情
報
公
開
審
査
会
に
諮
問

・
18
年
６
月
６
日

　

情
報
公
開
審
査
会
が
市
長
に
答
申

　

北
秋
田
市
情
報
公
開
審
査
会
で
は
、
市
情
報
公
開
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
長
か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
の
概
要
を
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

異
議
申
し
立
て
の
事
案

２　
諮
問
に
対
す
る
審
査
の
経
緯

３　

審
査
会
の
結
論

４　

異
議
申
し
立
て
の
理
由

５　
異
議
申
し
立
て
に
対
す
る
市
の
説
明

６　
審
査
会
の
判
断
理
由
の
要
旨

７　

審
査
会
で
の
少
数
意
見

８　

答
申
ま
で
の
主
な
経
緯

情報公開

答申書を市長に手渡す小塚審査会会長：右は鈴木委員

　

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
６
月
中
に
所
得
・

養
育
状
況
等
支
給
要
件
確
認
の
た
め
「
現
況
届
」
を

必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
受
給
し

て
い
る
方
へ
、
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
ご
記
入
・
ご
確
認
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
６
月
以
降
に
受
給
資
格
が
消
滅
す
る
と
思
わ
れ

る
場
合
の
方
も
提
出
が
必
要
で
す
。
）

　

な
お
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
こ
の
届
の
提
出
が

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
添
付
書
類
】

・�

現
況
届

　

送
付
済
み
の
用
紙
に
ご
記
入
・
ご
確
認
、
押
印
の

　

う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い

・�

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
等

　

受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）
で
あ
る
場
合

　

に
提
出

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
前
住
所
地
の
市
区
町

　

村
長
が
発
行
す
る
も
の
）

　

北
秋
田
市
に
１
月
１
日
現
在
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

・�

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の

　

児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
、
別
居
監
護
申
立
書

　

や
児
童
の
住
所
地
の
住
民
票
等

※�

送
付
さ
れ
た
文
書
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

◎
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
課　
　

62-

１
１
１
３　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
は
各
支
所
総
合
福
祉
課

　

児

童

手

当

【
ク
マ
の
被
害
防
止
法
】

　

平
成
18
年
は
ブ
ナ
の
凶
作
が
見
込
ま
れ
、
春
か
ら

秋
に
か
け
、
ク
マ
（
特
に
子
連
れ
の
ク
マ
）
の
出
没

が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
、
現
在
ク
マ
出
没
注
意
報

が
発
令
中
で
す
。
北
秋
田
市
で
の
出
没
も
す
で
に
10

数
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
人
身
事
故
が
起
こ
ら
な

い
た
め
に
、
山
に
入
る
と
き
や
野
外
で
活
動
す
る
場

合
は
、
例
年
以
上
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
山
や
野
外
で
の
活
動
で
は
必
ず
２
人
以
上
で
行
動

　

し
、
単
独
行
動
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

◎
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
身
に
つ
け
、
周
り
に
音

　

を
出
し
な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
子
グ
マ
の
そ
ば
に
は
親
グ
マ
が
必
ず
い
ま
す
。　

　

絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
生
ゴ
ミ
や
残
飯
、
食
べ
物
の
容
器
な
ど
は
山
や
野

　

外
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ク
マ
が
人
里
や
農

　

耕
地
に
近
寄
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　
　

産
業
部
農
林
課　
　

62-

６
６
３
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
は
各
支
所
産
業
建
設
課

〜「
現
況
届
」の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
〜
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　下記の日程で受給者証の更新を行います。ご都合

のつかない方は、後日、各支所（出張所）へ申請し

てください。また、準備の都合により他の支所では

受け取れません。

●交付に必要なもの

・後日送付する申請書

・保険証

・印　鑑（申請書に押した場合は不用）

・お持ちの福祉医療費受給者証（昨年も交付を受け

　ているかたのみ）

・身体障害者手帳・療育手帳（手帳交付を受けてい

　るかたのみ）

※交付申請の際、必要なものが整っていないと、当日、

　交付できませんのでご注意ください。

◎�お問い合わせ　　各支所市民生活課

福祉医療受給者証が更新になります

地　　区 場　　所 日　　時

鷹 巣 地 区

合 川 地 区

米内沢地区

前 田 地 区

大阿仁地区

阿仁合地区

鷹 巣 支 所

　62-1117

合 川 支 所

　78-2113

森 吉 支 所

　72-3115

前田出張所

　75-2111

大阿仁出張所

阿 仁 支 所

　82-2113

7月29日(土)、30日(日)

� 　9:00～12:30

7月28日(金）

� 　9:00～17:00

7月28日(金）

� 　9:00～17:00

7月31日(月）

� 　9:00～13:00

7月28日(金）

� 　9:00～15:00

7月31日(月）

� 　9:00～17:00

国
民
健
康
保
険
税
が

　

全
市
均
一
課
税
に
な
り
ま
す

　

国
保
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
国

保
税
は
、
下
記
の
項
目
を
も
と
に

算
定
し
、
１
年
間
の
国
保
税
額
が

決
ま
り
ま
す
。
医
療
分
と
介
護
分

（
40
歳
〜
64
歳
の
加
入
者
が
い
る

世
帯
の
み
）
を
合
算
し
た
も
の
が

国
保
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
よ
り
税
率
及
び

算
定
方
法
が
旧
町
ご
と
の
不
均
一

課
税
か
ら
均
一
課
税
に
な
り
、
４

方
式
が
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方

式
に
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
で
は
一
人
一
人
が
被
保
険

者
で
す
が
、
加
入
は
世
帯
ご
と
に

な
り
ま
す
。
も
し
、
世
帯
主
本
人

が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
で

も
、
世
帯
に
一
人
で
も
国
保
加
入

者
が
い
れ
ば
国
保
税
納
付
の
義
務

者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。
納
税

通
知
書
は
世
帯
主
宛
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
近
く
の
金
融
機
関
や

役
所
の
会
計
窓
口
で
納
め
て
く
だ

さ
い
（
納
税
組
合
加
入
の
方
は
各

組
合
へ
）
。

・
４
月
１
日
現
在
の
国
保
加
入
世

　

帯
の
世
帯
主
及
び
加
入
者
の
前

　

年
中
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定

　

し
ま
す
。

・
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た
世

　

帯
や
世
帯
主
の
変
更
等
が
あ
っ

　

た
と
き
は
、
そ
の
時
点
の
加
入

　

者
の
前
年
（
１
月
以
降
は
前
々

　

年
）
中
の
合
算
所
得
に
よ
り
判

　

定
し
ま
す
。

・
軽
減
割
合
は
、
左
記
の
判
定
基

　

準
に
従
っ
て
７
割
・
５
割
・
２

　

割
と
な
り
、
軽
減
額
は
医
療
分
、

　

介
護
分
と
も
に
平
等
割
・
均
等

　

割
の
７
・
５
・
２
割
の
額
が
軽

　

減
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
万
が
一
の
病
気
や
け
が
に
備
え
て
、

加
入
者
が
お
互
い
に
協
力
し
て
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し

合
い
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
あ
て
る

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

平
成
18
年
度
の

　

国
保
税
率
等
と
算
定
方
式

①所得割

②資産割

③平等割

④均等割

鷹　巣

6.8

30.0

24,000

24,000

合　川

8.8

40.3

27,300

20,600

森　吉

9.8

27.7

30,000

31,000

阿　仁

9.8

35.0

25,000

20,000

平成18年度

全　　市

9.2％

22,000円

22,000円

医療分
平成17年度

▼平成18年度の税率等　（課税限度額53万円）

①所得割

②資産割

③平等割

④均等割

鷹　巣

1.2

11.4

3,000

5,000

合　川

1.3

2.0

3,500

5,000

森　吉

1.0

10.0

5,000

6,000

阿　仁

1.0

10.0

4,000

5,000

平成18年度

全　　市

2.0％

5,000円

6,000円

介護分
平成17年度

▼平成18年度の税率等　（課税限度額９万円）
①
所
得
割　

世
帯
（
加
入
者
）
の
所
得

　
　
　
　
　

額
に
応
じ
て
計
算
。

②
平
等
割　

１
世
帯
に
い
く
ら
と
計
算

　
　
　
　
　

（
世
帯
割
）
。

③
均
等
割　

世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ

　
　
　
　
　

て
計
算
（
人
数
割
）

国
保
税
の
納
め
方

期　別

納期限

第１期

７月末

第２期

８月末

第３期

９月末

第４期

10月末

第５期

11月末

第６期

12月25日

第７期

１月末

第８期

２月末

▼国保税の納期

国
保
税
の
軽
減

330,000円以下の場合

世帯主を除く加入者数×245,000円

＋330,000円以下の場合

加入者数×350,000円＋330,000円

以下の場合

軽減割合

７割

５割

２割

世帯主及び国保加入者の前年中の
合算所得

　

災
害
や
疾
病
、
失
業
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
が
発
生
し
前
年
度
よ

り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
納
期
限

の
延
長
を
行
っ
て
も
な
お
担
税
力
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
一
時

的
な
救
済
措
置
と
し
て
国
保
税
の
減

免
や
医
療
費
一
部
負
担
金
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ

に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
細
は

国
保
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
。

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
の

に
国
保
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、

保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
た

り
（
短
期
保
険
証
の
交
付
）
、
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
と
き
、
一
旦
医
療

費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
資
格
証
明
書
の
交
付
）
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
滞
納
は
国
保
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

国
保
加
入
者
全
体
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
税
が
困
難
な

と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に

分
割
納
付
な
ど
の
納
税
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
国
保
税
は

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
、
翌
年
も
継
続
さ
れ
ま

す
。
納
め
に
行
く
手
間
も
は
ぶ
け
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
と
て
も
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、
①
国
保
税
の
納
付

書
、
②
預
金
通
帳
、
③
通
帳
届
出
印

を
お
持
ち
な
り
、
市
指
定
金
融
機
関

（
市
内
は
全
部
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
減
免
等

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

国
保
税
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

国
民
健
康
保
険
税
が

　

全
市
均
一
課
税
に
な
り
ま
す

保
険
課（
鷹
巣
）
　
６
２
―
１
１
１
７

合
川
支
所　
　

　
７
８
―
２
１
１
３

森
吉
支
所　
　

　
７
２
―
３
１
１
５

阿
仁
支
所　
　

　
８
２
―
２
１
１
３

◎
お
問
い
合
わ
せ

※大阿仁地区の方は阿仁支所へお問い合せください。
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公 民 館

文化会館

スポーツ

日　時　７月18、21、25、28日　８月１、４、８、11日

　　　　18：30～20：30

場　所　上杉あいターミナル　２階研修室

内　容　これから始めたい方や始めたばかりの人を対

　　　　象に、基本的な操作方法からはじめます

受講料　1,500円（本代込み）　申込み　７月10日まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　上杉あいターミナル　　　　　　７８－９２９０

日　時　７月22日(土)　13：30～16：30

場　所　北秋田市中央公民館　1階ホール

対　象　小学生以上　定員　20人

小学校低学年生は保護者とご参加ください。

締　切　7月19日(水)17：00まで　※定員になり次第締め切ります

参加費　小･中･高校生は無料、一般500円以上(粘土１㎏500円)

持　参　エプロン・新聞紙5～6枚・筆記用具・ぬらす

　　　　タオル１枚・ビニール１枚(風呂敷大)

その他　土器は野焼きをして完成となります。

　　　　野焼きは８月19日（土）を予定しております。

日　　時　７月19日(水)　９：30～13：00

内　　容　パン２種類ほか

会　　場　北秋田市中央公民館　調理室

対　　象　一般　定員　16人

申込期間　７月３日(月)～11日(火)　８：30～17：00

　　　　　但し、申し込み多数の場合は抽選となります。

参 加 費　材料代　700円程度

持　　参　エプロン・三角巾・筆記用具◇�

上記２講座とも申し込み・お問合せ

　北秋田市中央公民館　　62－1130・FAX62－1669

上杉あいターミナルパソコン講座～初級講習～

お知らせ

『縄文土器づくり講座』

『パン作り講座』

北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

【７月のロビー展】パッチワーク花みずきグループ

７・１（土）「トライあんぐる」　　　　 9:00～12:00

　　　　　　　◆七夕飾りを作りましょう!!

　　２（日）「思い出の歌喫茶ひまわり」14:00～16:00

合　川　公　民　館　　７８－２１１４

【ロビー展】合川水墨会（3～24日）　　　　　　

７・２（日）七宝焼き講座　　　　　　　13:00～16:00

　　17（月）合川婦人祭　　　　　　　　10:00～15:00

森　吉　公　民　館　　７２－３２５９

【サロン展】森吉公民館写真展（～31日）

７・５（水）昔のおやつ作り教室　　　　13:30～15:30

　　　　　　ＨｕＩａを試さナイト　　　19:00～20:30

　　　　　　（フラダンスの短期講座）

　　５（水）・12（水）・19（水）

　　　　　　ユニカール教室（森吉地区）10:00～12:00

　　７（金）映画教室　　　　　　　　　17:30～21:00

　　　　　　「ドラえもん」・「ワンピース」

　　　　　　ガーデニング教室　　　　　14:00～15:30

　　７（金）・14 (金）健康ヨガ教室　　19:00～20:30

　　14（金）絵手紙教室　　　　　　　　10:00～12:00

阿　仁　公　民　館　　８２－２２２０

【ロビー展】樹脂粘土フラワー講座

７・３（月）いきいきスポーツ　　　　　10:00～12:00

　　10（月）ユニカール教室　　　　　　13:30～16:00

　　13（木）男の料理いろは　　　　　　 9:30～13:00

　　16（日）爽やかにウォーキング　　　 7:30～16:00

７・２（日）大館北秋田吹奏楽連盟合同発表会 10:00～

　　15（土）おはなしでてこい　　　　　　　 14:00～

　　17（月）映画「ドラえもん」・「ワンピース」

　　　　　　一　般1,500円（割引1,300円）

　　　　　　学　生1,200円（割引1,000円）

　　　　　　小学生1,000円（割引　800円）

①10:00～②13:30～

　　18（火）映画「明日の記憶」

　　　　　　料金は前日と同じ

①14:00～②16:30～③19:00～

７・２（日）社会人バレーボール大会�　 鷹巣体育館

　　　　　　第30回壮年ソフトボール大会　　

� � 　　　河川緑地野球・ソフトボール場

　　２（日）･８（土）･ ９（日）第６回選抜ＯＢ森吉

　　　　　　大会（野球）　　　　　　　 　 森吉球場

　　７（金）～９（日）県民体育大会兼国体バレーボール

予選大会�　 森吉総合スポーツセンター

　　９（日）・16（日）第52回鷹巣地区職場対抗野球�

� 　　　�� � 　　　中央公園野球場

　　11（火）・12（水）チーム対抗卓球　 鷹巣体育館

　　17（月）第２回北秋田市長杯ユニカール大会

鷹巣体育館

・
煙
を
感
知
し
た
時
に
警
報
音
で
知
ら
せ
る

　

タ
イ
プ
は
１
個
６
千
円
前
後

・
音
声
で
知
ら
せ
る
タ
イ
プ
は
１
万
円
前
後

壁
掛
け
用
（
音
声
）

天
井
用
（
警
報
音
）

あ
な
た
の
家
に
も
必
要
で
す

　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器

あ
な
た
の
家
に
も
必
要
で
す

　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
法
令
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
建
物
火
災
の
死
者
数
の
９
割

は
住
宅
火
災
、
そ
の
う
ち
７
割
が
「
逃
げ

遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
、
火
災
の
早
期
発

見
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
迎

え
る
高
齢
化
社
会
と
と
も
に
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
数
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
16
年
６
月
に
消
防

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き

北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

就寝に使用する部屋に

設置が必要です

寝室が２階にある場合は、

階段にも設置が必要です

台所や居間は設置の

義務はありませんが、

設置に努めましょう

　

全
国
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
近

年
、
増
加
傾
向
で
推
移
し
、
建
物
火
災
に
よ

る
死
者
数
の
約
９
割
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
死
者
の
過
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
更
に
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
焼
死
者
を
な
く
す
た
め

「
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。　

住
宅
に
「
火
災
警
報
器
」
が

必
要
に
な
っ
た
理
由

販
売
価
格
は
？

新築住宅既存住宅

平
成
18
年

　
　

６
月
１
日
か
ら

　
　

設
置
が
義
務
化

平
成
23
年

　
　

５
月
31
日
ま
で
に

　
　

設
置
し
な
け
れ
ば

　
　

な
ら
な
い

購
入
の
際
は
に
は「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
付
い
た
商
品
を

　
　
　
　
　

国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
、
日

　
　
　
　

本
消
防
検
定
協
会
に
合
格
し
た
製

　
　
　
　

品
に
は
『
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
』
が
付
い

て
い
ま
す
。
購
入
の
際
は
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
設
置
義
務
化
を
契
機
と
し
て
、
不

適
正
な
価
格
で
の
販
売
や
無
理
強
い
を
す
る

販
売
員
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
機
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
消
防
本
部

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ　

北
秋
田
市
消
防
本
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

62
―
１
１
１
９

平成20年春季開催

第59回 全国植樹祭
テーマ「手をつなごう 森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「県立北欧の杜公園」

Information　お知らせ Information　お知らせ

植樹祭シンボルマーク
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Information　お知らせ Information　お知らせ

時間　９：00～12：00　※記入用紙があり手続き終了ま

で30～40分かかります。余裕をもっておいでください。

場所、期日

　北秋田市保健センター　７月３日（月）・18日（火）

　合川保健センター　　　７月10日（月）・24日（月）

　森吉支所　　　　　　　７月３日（月）・18日（火）

　阿仁支所　　　　　　　７月10日（月）

期日、場所

　７月21日（金）北秋田市保健センター

　　　28日（金）森吉保健センター

時　間　1８:00～20:00

対　象　10～12月予定の方のその家族

内　容　栄養指導（調理実習）妊婦体験、ビデオ学習

持　参　母子健康手帳・筆記用具・エプロン

※各講座は１週間前まで各会場のセンターへ申し込み

下さい。

日　時　７月11日（火）　受　付　13:30～15:00

場　所　北秋田市保健センター

対象者　３歳から就学前まで

持　参　母子健康手帳・タオル・歯ブラシ

期日、場所

　北秋田市保健センター　　７月12日（水）

　合川保健センター　　　　７月３日（月）

　森吉保健センター　　　　７月21日（金）

　阿仁保健・福祉センター　７月26日（水）

時　間　9：30～11：30

内　容　健康相談、血圧測定等

持　参　健康手帳（ない方は相談時にお渡しします）

母子健康手帳交付

健康相談

マタニティ講座（中期）

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約）

◎お問い合わせ
　北秋田市保健センター　　62－6666
　合川保健センター　　　　78－4272
　森吉保健センター　　　　72－3455
　阿仁保健センター　　　　82－2116
　

鷹 巣 町 商 工 会  
北 秋 田 市 消 防 本 部
鷹 巣 社 会 保 険 事 務 所

10：00～12：00
13：30～14：50
15：10～16：30

７月21日（金）全血

サークル名

キッズ・パーク

10：00～11：40

めだか教室

10：00～11：30

親子ふれあい広場

10：00～11：30

ひなたぼっこの会

10：00～11：00

日にち

７日

21日

６日

13日

27日

５日

21日

会　場

北秋田市保健センター

　　 〃

森吉保健センター

合川保健センター

　　 〃

大阿仁保育園

阿仁合保育園

内　容

七夕の楽しみ会

フリーマーケット

野外遊び

（北欧の杜）

お山の探検

公園で水遊び

園庭遊び

夕涼み会

子育てサークル

虫歯予防（フッ素イオン導入）

期　日　７月６日（木）

場　所　鷹巣阿仁福祉環境部2階相談室

受　付　15:00～16:00、相談時間　15:00～17:00

相談対応医師　保健所嘱託医

日  時　７月11日（火）9:30～14:30

場　所　森吉保健センター

内　容　調理教室・運動実技指導

 

　保健センターでは、基本健康診査を受けた人、これ

から受ける人で75歳以上の人を対象に下記のとおり健

康教室を開催します。対象は全日程を受講できる方。

申込み　７月13日（木）　若干の自己負担あり

※プール使用時には各自水着を持参のこと

申込または問合わせ先　各保健センターへ

むし歯のない子（３歳児健診）

森吉会場　５月17日
石田　まきちゃん（戸鳥内）山田みさきちゃん（根子）宮野るみなちゃん（小様）

小松かんとちゃん（寺　後）梅村ゆゆちゃん（畑町東裏）珠井しゅうるちゃん（下新町）

高関あかねちゃん（幸屋渡）平川はるなちゃん（李岱）柴田れいじちゃん（浦田）　

近藤まりんちゃん（新屋布）新林みゆちゃん（中道岱）武石ゆりあちゃん（根子屋）

佐藤こうだいちゃん（鶴田）庄司まなかちゃん（阿仁前田）疋田りくちゃん（木戸石）

松岡りゅうのすけちゃん（羽根山）松岡とらのすけちゃん（羽根山）

～これからも歯はたいせつに～

骨々健康教室（骨粗鬆症事後指導）森吉地区

「高齢者の健康教室」参加者募集

月　日

７月27日

８月28日

９月８日

９月28日

10月26日

11月16日

内　　容

〔開講式〕楽しい運動

水中ウォーキング

ウォーキング

楽しい水泳

移　動　研　修

〔閉講式〕レク・交流会

時　　間

10:00～11:30

10:00～11:30

10:00～12:00

10:00～11:30

９:00～16:00

10:00～14:00

場　　所

鷹巣体育館

市民プール

北欧の杜

市民プール

市　外　地

合川体育館・

改善センター

お知らせ

日　時　７月23日（日）　10：00～15：00

場　所　北秋田市交流センター

内　容　・公演、実技「健やかに老いるために」

　　　　　介護予防に関する講演・実技

　　　　・身体機能や体力測定　様々な測定機器を使

　　　　　って、身体能力や体力をチェックします

　　　　・この分野への進学を考える中・高校生への

　　　　　進路相談、参加費　無料、申し込み不要

◎お問い合わせ

　　　北秋中央病院理学療法科内　　　　６２－１４５５

　

　鷹巣町商工会青年部では鷹巣神社例大祭でのみこし

の担ぎ手を募集しています。男女問いません。

日　時　７月25日（火）　正午過ぎから（予定）

申込期限　７月10日（月）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　鷹巣町商工会青年部　� 　　　　６２－１８５０

　

　参加費用は無料です。託児を希望される方は参加申

し込み時に連絡ください。

日　時　７月10日（月）　13：00～15：30

場　所　北秋田市交流センター　

内　容　「秋田県ＤＶ防止基本計画の概要について」（説明）

　　　　講師　秋田大学医学部　米山奈奈子助教授

申込み　７月３日（月）まで

◎申し込み・お問い合わせ　秋田県健康福祉部

　　　子育て支援課　　　　　　０１８－８６０－１３４５

お知らせ

日　程　７月19日（水）、22日（土）、25日（火）

　　　　９：00～17：00

場　所　大館市総合福祉センター

対象者　秋田県内に在住する母子家庭の母、寡婦

定　員　20名　受講料　無料（但し、テキスト代750

円が自己負担）　申込み　７月13日（木）まで

◎お問い合わせ

　　　福祉事務所福祉課� 　　　　６２－１１１３

日　程　７月９日（日）、16日（日）、30日（日）

　　　　10：00～15：00

場　所　秋田県社会福祉会館　ボランティアルーム

対象者　視覚障害者福祉の理解者で、点訳本の作成に

　　　　奉仕できる方、全日程に参加できる方

定　員　20名　受講料　無料（但し、器材料3,100円　

が自己負担）　申込み　７月７日（金）まで

◎お問い合わせ

　　日本赤十字社秋田県支部　　０１８－８６４－２７３１

母子家庭の母、寡婦の調理員養成講習会

点訳奉仕者養成講習会

　北秋田市では、現在「都市計画マスタープラン」

の策定に取り組んでいます。

　このマスタープランは、土地の利用の仕方、きれ

いな街並み、道路や公園・下水道の整備などについて、

まち全体やふだん暮らしている地域をどのようにし

ていきたいかを考え、北秋田市の20年後の姿を描く

ものです。今後のまちづくりは、このマスタープラ

ンを基本として進めていくことになります。

　そこで「北秋田市都市計画マスタープラン」の策

定に当たり、市民のみなさんと一緒に考える場として、

ワークショップの参加者を募集します。

対　　象 　北秋田市民 または市内に勤務・通学者

　　　　　でまちづくりに興味のある人

開催回数　８月～19年３月にかけて、土日の日中又

　　　　　は平日の夜に４回程度開催する予定です。

申込方法　電話、はがき、ＦＡＸ、電子メールのい

　　　　　ずれかで、住所・氏名・年齢・性別・連

　　　　　絡先の電話番号と職業をお知らせください。

申込期限　７月20日（木）まで

申し込み・お問い合わせ

〒018-3315　北秋田市宮前町4-15　

　北秋田市役所都市計画課　　６２－６６４１　　　　

　　　　　　　　　　　　 FAX６０－００６７

メールアドレス：tosh i@c i ty . k i t aak i ta . ak i ta . jp

北秋田市ワークショップ参加者の募集

不動産取得申告書の提出
　土地や建物を取得した方は、取得した日から60日

以内に不動産取得申告書を提出することになってい

ます。なお、一定要件の住宅（特例適用住宅）取得

や特例適用住宅用の宅地取得の場合は、必要書類を

添え申告することで、不動産取得税が軽減されます。

◎お問い合わせ　

　北秋田地域振興局県税課　　０１８６－４９－２２１

2006　理学療法週間公開事業

お神輿担ぎ手募集

秋田県ＤＶ防止基本計画・講演会開催
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Information　お知らせ６月１日～15日届出分
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おくやみ申し上げます
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佐 藤 喜 市 �

佐 藤 キ サ �
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成 田 正 藏 �

堀 部 恒 夫 �

高宮佐太郎�

山 城 ソ ノ �

小笠原キクヱ�

鈴 木 金 治 �

大 川 カ ノ �

高 橋 藤 男 �

　 橋 ト シ �

松 岡 キ ヱ �

鈴 木 市 蔵 �

佐 藤 八 郎 �

安 部 ツ ナ �

九嶋美南子�

板 垣 ヒ サ �

春 日 ユ ミ �

岸 野 光 雄 �

三 浦 サ タ �

佐 藤 百 合 �

佐 藤 ト ミ �
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住 吉 町 � 

岩 谷 � 

新舟見町�

吉 野 � 

葛 黒 � 

綴子下町

七日市本郷

あけぼの町

元 町

東 横 町

綴子上町

宮 前 町

羽 根 山

鎌 沢

木 戸 石

増 沢

向 本 城

本城荒町

桂 坂

五 味 堀

根 森 田

阿仁根子

阿仁根子

　 　

お二人の前途を
　　　　祝福します

　マタギの里観光開発（株）打当温泉マタギの湯では、

「マタギ特区」として認定を受け、昨年の12月より濁

酒（どぶろく）製造を行い館内のみ提供していました

が、今回「酒類小売販売」の免許を取得し売店で販売

しています。※１回の製造量に限りがあります。

　ご利用の方は、電話にてお問い合せの上お買い求め

ください。※一般の方は、濁酒製造・販売は出来ません。

◎お問い合わせ

　　　阿仁打当温泉マタギの湯　　　　８４－２６１２

日　時　８月６日（日）　10：00～15：00

集合場所　森吉山麓高原　森吉山野生鳥獣センター

コース　森吉山野生鳥獣センターから桃洞滝を散策

参加費　１００円（傷害保険料）

対　象　児童・生徒と保護者。往復３時間ほどのトレ

　　　　ッキングが可能な方

持　参　トレッキングに適した服装で、雨具、昼食、

飲物等は各自持参。天気が良ければ履物はスニーカー

で可。水遊びができるように着替えを持参。

定　員　20名（申込者多数の場合は抽選）

申込み　７月28日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　環境省秋田自然保護官事務所

　０１８－８６７－８５８８

FAX０１８－８６７－８５８９

お知らせ

藤 島 孝 浩

宮 野 清 香
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ふ じ お

今月の休館日

市立　　　図書館

上杉あいターミナル

開館時間９：００ ～１７：００　　※鷹巣図書館のみ

６月～９月の間月・火・木・金曜日が18：00まで

ひまわりの家

鷹　巣
森　吉

鷹巣　６２－３３１１

開館時間９：００ ～１７：００

　　　　　７８－９２９０

森吉　７２－３１９２

開館時間８：３０ ～１９：００

５、１２、１６、１７、１９、２６日

１、２、８、９、１５、１６、１７、２２、２３、２９、３０日

３、１０、１８、２４、３１日
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村井七奈子

堀 部 剛 生
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大 館 市

杉 山 田
（

濁酒（どぶろく）製造と販売

手作り演歌発表会
日　時　７月９日（日）　13：00～

主　催　つがる市カラオケ愛好会

夏休みに森吉山の自然と鳥獣を学ぶ
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往復航空券+全日空ホテル泊+朝食

なんとこれ全部で３２，８００円～４９，０００円！
（京都全日空ホテル２日間３名１室利用　１人あたり）

７／21～８／31の大館能代空港マル得情報をこそっとお知らせ。当然両企画を合わせればさらにお得　

■県北地区旅行代理店合同企画
◎旅行のお問い合わせ　北秋地区旅行代理店

秋田内陸線観光/鷹巣旅行センター、秋北観光米内沢（営）

トラベル21北秋田支店、農協観光秋田支店

通年運航の大阪便が７／21～８／31はジェット機に！

USJも、夏の甲子園も、本場のたこやきも、功名が辻も、

夏休みの家族旅行も、おもいきって行ってしまえるのです！！

この夏限りの超特価。

関西フリープラン

「ANAでちょこっと行ってみまへんか関西へ」

北秋田市民の往復利用に対し、
航空運賃の助成をします！
大館能代－大阪線 をご利用のかたに

往復３，０００円／人キャッシュバック！
例えば親子４人での
夏休み旅行なら、計
１２，０００円もおトクに！！

この夏限りのおこづかい。

対象期間　７月21日（金）～８月31日（木）まで

助成金額　１往復につき１人３，０００円

申請期間　旅行終了後15日以内　※その後は無効

申請先・お問い合わせ　総合政策課　　62-6606

　　　　　　　　　　　又は各支所企画総務課　

（午後６：３０～９：００）

日

1

2
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4

5

6

7

8

9
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13
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曜

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

電話番号

62－2882

63－0105

62－1101

62－1267

62－1455

62－1155

69－5300

62－2261

63－0515

63－2700

60－1055

62－1400

62－1420

62－1455

62－1146

62－1101

医 療 機 関 名

藤 原 医 院

佐々木産婦人科医院

盛 岡 外 科 医 院

と し ま 医 院

北 秋 中 央 病 院

近 藤 医 院

毛利整形外科クリニック

津 谷 内 科

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

たむら内科クリニック

うえだクリニック

石川耳鼻咽喉科医院

佐藤外科消化器科医院

北 秋 中 央 病 院

奈 良 医 院

盛 岡 外 科 医 院
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7月23日（日） 会場：翠雲公園（三木田）

合川あじさいまつり第14回

09:30～09:40
09:40～10:00
10:00～10:40
10:40～11:20
11:20～12:00
12:40～13:00
13:00～13:20
13:20～14:00
14:00～14:30

開会セレモニー
まとび学園太鼓
さいころゲーム予選
歌謡ショー＆マジックショー
ウルトラマネーゲーム
さいころゲーム決勝
フォトコンテスト発表
歌謡ショー＆マジックショー
ウルトラマネーゲーム

あいかわ

よないざわ

北欧の杜公園

あきた北空港

至比内

三木田
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会場案内図

あじさいまつり

時　間 内　容

　合川あじさいまつりでは、翠雲公園の「あじさいの写真」を募集します。
北秋田市の花あじさいを美しく撮って、７月21日までに合川支所へご応募
ください。結果はまつり当日発表し、入賞者には賞金がでます。たくさん
のご応募お待ちしております。イベントがいっぱいの「あじさいまつり」
へどうぞお越しください。地元の方々による出店もあります。

　合川あじさいまつりでは、翠雲公園の「あじさいの写真」を募集します。
北秋田市の花あじさいを美しく撮って、７月21日までに合川支所へご応募
ください。結果はまつり当日発表し、入賞者には賞金がでます。たくさん
のご応募お待ちしております。イベントがいっぱいの「あじさいまつり」
へどうぞお越しください。地元の方々による出店もあります。

すいうん

プログラム

無料送迎バス運行
（合川駅前～翠雲公園）

9:10
10:00
11:10

9:30
10:20
13:00
15:00

合川駅前発 翠雲公園発

たかのす米代川花火大会たかのす米代川花火大会
第15回　北秋田市

16:00～
アマチュアバンド演奏
歌謡ショー
国土交通省パネル展示
北秋田警察署パネル展示

19:00～
開会セレモニー

19:30～
花火打ち上げ

※交通規制　17:00～22:00

（問）北秋田市観光協会鷹巣支部
　　　　62-1850

駐車場花火大会会場

⇒ 一方通行区間
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お願い

村上敏明
テノールリサイタル

市ゆかりのオペラ歌手

　オペラ界で注目され
ているテノール歌手・
村上敏明氏のリサイタ
ルが開催されます。
「帰れソレントへ」な
どの有名なカンツオー
ネの曲ほか、「浜辺の
歌」など本市ゆかりの
楽曲も披露されます。

●期　日　８月５日（土）
●開　演　午後６時３０分（開場午後６時）
●会　場　市文化会館
●入場料　前売券／一般2,500円・中高生1,000円
　　　　　当日券／一般3,000円・中高生1,000円
　　　　　小学生以下無料
　　　　　※完売のときは当日券はありません

●前売券販売開始日　６月２３日（金）
〔前売券取扱所〕

（問）市文化会館　　６２－３３１１　

市文化会館・中央公民館・森吉コミュニティセン
ター・阿仁公民館・合川公民館・日活書店・いと
く鷹巣南店

※全席自由

藤原歌劇団所属。33 歳。

母は本市（鷹巣）出身

司
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